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Ⅰ．問題と目的
平成19年の特殊教育から特別支援教育への転換，さらには近年のインクルーシブ教育推
進の動きに伴い，新しい教育システムにおいて教員に求められる知識・技能（以下，専門
性）や，専門性を高めるシステム（研修方法など）に関する議論がなされている（例えば
澤田，2014）。肢体不自由児教育も例外ではなく，求められる専門性に関する議論は活発
になされている。例えば，久野（2009）は，肢体不自由領域の教員養成において必要なコ
アカリキュラムについて試案を提示している。その試案では，肢体不自由教育の歴史と現
状・学習指導要領・就学基準などの概論から，脳性まひ療育の基礎知識や補装具などの知
識，障害に応じた指導法や機能障害への対応，就労に関する知識，重複障害者の教育とし
て医療的ケアやポジショニング，コミュニケーション指導に関する知識など多岐にわたる
内容が示されている。また，今野（2014）は，肢体不自由教育において行われる専門的な
処遇内容およびそれを行う人員について歴史的な変遷を概観している。それによると，初
期の段階では専門的な処遇内容は医学的なものが中心であり，処遇を行う人員も医療に関
わる専門家（例えば，医師や看護師など）が中心で，学校内で教育と医療の分業がなされ
ていた。専門的な処遇内容が教科（つまり，教育）のひとつとして位置づけられるにつれ
て，教師に専門的な処遇を行う人員としての役割が求められるようになり，教師に対して
求められる専門性のニーズは徐々に大きくなっていった。今後はこのような「教師個人の
専門性向上」という段階から，理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・看護師などの医療
職の外部専門家との協働や，自立活動教諭の活用など，組織としての専門性向上が求めら
れる段階に移行していくであろうと述べている。いずれにしても，教師個人においては，
高い水準の専門性が今後も求められていくものと考えられる。
特別支援教育において求められる専門性の種類は障害種によって様々であるが，そのよ
うな専門性の基礎となるスキルの１つとして，個々の実態に応じて個別の指導計画を立案
し，それを実施し，実施した結果を評価しつつ適宜指導目標や計画を修正できることがあ
げられる。そのようなスキルの理論的背景となりうる実証的な知識体系として応用行動分
析学がある。応用行動分析学とは，心理学における１つのアプローチである行動分析学を，
応用的な問題を解決することに指向した学問である。特別支援教育においては，特に知的
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障害や自閉症スペクトラム障害などの発達障害のある子ども達の教育や支援において適用
され効果をあげている。
近年，理学療法や作業療法などのリハビリテーションの分野で，応用行動分析学の知識・
技能を生かした実践の報告がなされてきている（宮本，2014；山崎・山本，2012）。例え
ば，山崎・長谷川・山本（2002）は，長期臥床にともなう顕著な起立性低血圧があった71
歳の男性患者に対して，座位時間の延長を目的とした介入における応用行動分析を取り入
れた実践について報告している。具体的には，対象者の実態を把握した上で実態に即した
形で目標とする行動の決定することや，座位を取ることを促すような手続き（座位を取る
理由や意味の明示や座位時間の自己記録の促し），座位をとることが強化されるような手
続き（医療スタッフが称賛したり，車椅子での散歩を許可することなど）の設定を行った。
その結果，座位時間の延長がみられ，座位時の血圧変化量も減少した。
このように，リハビリテーションの分野における適用では，ある動作や姿勢や作業への
従事が困難である時に，個々の実態に応じる方法として応用行動分析学の知識技能が生か
されていることが多い。このような情報は，同様な課題が自立活動として行われることの
多い肢体不自由教育においても有用な情報であると考えられる。藤田（1996）は，運動障
害の教育実践研究において，行動分析学的アプローチが利用可能であることについて言及
している。しかしながら，先述のように特別支援教育における応用行動分析学は，知的障
害や発達障害のある子どもに対する実践（研究）が中心であり，肢体不自由児の教育にお
いてどの程度適用され，どの程度「専門性」に位置づけられるものなのか明らかではない。
以上のことから本研究では，特に日本の肢体不自由教育における応用行動分析学的アプ
ローチの研究動向についてレビューを行い，今後の研究の方向性への示唆とすることを目
的とする。

Ⅱ．方 法
１．論文選定の手順
まず，特別支援教育の代表的な学術雑誌である「特殊教育学研究」の第１巻から第52巻
までの目次をすべて参照し，タイトルに肢体不自由に関連するキーワード（例えば，肢体
不自由，身体障害，脳性まひ，二分脊椎など）が含まれる論文（学会に関する報告は除く）
をすべてリストアップした。その後，それらの中からさらに，アブストラクトや本文中の
キーワードなどを参照し，応用行動分析学的アプローチを用いていると判断される論文を
選出した。同様に，「行動分析学研究」の第１巻から第30巻，「行動療法研究」の第１巻か
ら第41巻までの目次を参照し，タイトルに肢体不自由児に関連するキーワードが含まれる
論文をすべて選出した。以上の過程を経て選出された論文のうち，「実践的な研究である
こと」，「対象が18歳までであること」の基準を満たしたものを分析対象の文献とした。
次に，2016年10月に，日本のデータベースを用いて関連する文献の検索を行った。検索
で用いたデータベースは，CiNii；医学文献検索サービス-メディカルオンライン；医中誌
Web；google scholarであった。検索で用いたキーワードは，「肢体不自由_行動分析」，「肢
体不自由_行動療法」，「肢体不自由_行動論」，「脳性まひ_行動分析」，「脳性まひ_行動療法」，
「脳性まひ_行動論」，「肢体不自由_スキル_形成」，「脳性まひ_スキル_形成」であった。
以上の過程を経て検出された文献のうち，「実践的な研究であること」，「対象が18歳まで
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であること」，「学術論文であること」，「学会発表の抄録であっても日本行動分析学会もし
くは日本行動療法学会（日本認知・行動療法学会）で発表されたものであること」，「タイ
トルに肢体不自由に関連するキーワードと応用行動分析学に関連するキーワードが含まれ
ること」の基準を満たしたものを分析対象の文献とした。
最後に，以上の過程から選出された文献の引用・参考文献からさらに，関連する文献の
検索を行った。
２．分析の観点
分析対象となった文献について，６つの観点（①参加者のプロフィール；②標的行動；
③用いられた方法；④場面設定；⑤研究デザイン；⑥結果および成果）で整理を行い，分
析を行った。

Ⅲ．結 果
１．分析対象の決定
「特殊教育学研究」の第１巻から第52巻において，タイトルに肢体不自由に関連するキー
ワードが含まれる論文（学会に関する報告は除く）は全部で180本であった。そのうち，
応用行動分析学的アプローチを用いていると判断された論文は５本であった（太田・小
林，1978；1979；鈴木・藤田，1997；保坂，2005；菅佐原・阿部・山本，2006）。すべて
が基準を満たした為，分析対象の論文として選出された。「行動分析学研究」の第１巻か
ら第30巻において，タイトルに肢体不自由に関連するキーワードが含まれる論文は全部で
２本であった。しかし，２本の論文はいずれも基準を満たさなかった為，分析対象の論文
として選定されなかった。「行動療法研究」の第１巻から第41巻において，タイトルに肢
体不自由に関連するキーワードが含まれる論文は全部で２本であった。このうち１本（伊
藤・谷，2011）が基準を満たした為，分析対象の論文として選出された。
日本のデータベースで検索を行った結果，全部で128件の文献が検出された（Cinii：16

件；医学文献検索サービス-メディカルオンライン：21件；医中誌 web：85件；google
scholar：６件）。これらの文献を，前述の基準（「対象が18歳まで」，「学術論文であるこ
と」，「学術論文以外であれば日本行動分析学会もしくは日本行動療法学会（日本認知・行
動療法学会）で学会発表された内容の抄録であること」，「タイトルに肢体不自由に関連す
るキーワードと応用行動分析学に関連するキーワードが含まれること」，「実践的な研究で
あること」）に照らして選出が行われた。選出された文献で，学会発表の抄録と学術論文
で同様の内容が記述されているなど重複がみられる場合，学術論文のみを選出することと
した。
以上のような選定プロセスの結果，14本が分析対象の文献として選出された。さらに，
これら選出された文献の引用・参考文献から，１本の論文が追加で選出され，分析対象の
文献は計15本とされた。
２．文献の分析
選出された文献を，６つの観点（①参加者のプロフィール；②標的行動；③用いられた
方法；④場面設定；⑤研究デザイン；⑥結果および成果）でまとめた（表１を参照）。以
下，それぞれの観点から分析を行う。
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表１ 分析対象となった文献（※は学会発表抄録）
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図１ 参加者の診断（左），標的行動（中央），場面設定（右）の内訳

① 参加児のプロフィール
15本の文献の参加児の合計は，18名であった。年齢の内訳は，幼児が５名，小学校・小
学部児童が７名，中学校・中学部生徒が４名，高校・高等部生徒が２名で，児童を対象に
した実践が最も多かった。診断の内訳は，脳性まひが12名（内，知的障害を伴うもの11名），
二分脊椎が２名（内，知的障害を伴うもの１名），結節性硬化症（知的障害を伴う）が１
名，脊髄性痙性麻痺が１名（知的障害を伴う），明確な記載なしが２名（知的障害を伴う）
で，脳性まひの参加児が最も多かった（図１の左側を参照）。
② 標的行動
15本の文献における標的行動の内訳は，日常生活動作（排泄行動，衣服を畳む行動，入
浴する行動）を標的行動にした文献が５本，コミュニケーション（視線による選択行動や
援助要求行動，身振りでの要求行動や応答行動，応答的共同注意行動など）を標的行動に
した文献が４本，アカデミックスキル（読字や書字）を標的行動にした文献が２本，構音
の改善を標的行動にした文献が２本，障害に関わる自己管理行動（導尿）を標的行動にし
た文献が１本，その他（肥満改善に関わる行動：松葉杖による移動の増加，トレーニング
行動の増加，間食の減少）を標的行動にした文献が１本であった（図１の中央を参照）。
③ 用いられた手続き
用いられた手続きは，個々の実態や標的行動に応じて様々であった。全てで共通して用
いられている手続きとしては「強化刺激の提示」であり，続いて「プロンプトおよびプロ
ンプト・フェイディング」や「シェイピング」などのスモールステップによる教授法が多
く用いられていた。運動障害や筋緊張に配慮した手続きの追加および修正として，筋弛緩
訓練の併用（太田・小林，1978）や見本合わせ課題での視線による刺激選択（和，2008），
スケジュールを操作しやすいものに変更する（藤井・須藤，2013）などが行われていた。
④ 場面設定
15本の文献における場面設定の内訳は，学校（特別支援学校，肢体不自由養護学校，明
確な記載なし）が６本，施設（肢体不自由児施設，肢体不自由児通園施設，児童発達支援
事業所）が３本，家庭（学生スタッフの派遣による支援）が３本，大学とクリニックがそ
れぞれ１本，明確な記載なしが２本であった（図１の右側を参照）。学校や施設や家といっ
た日常的な場面設定が多くみられる一方，第一著者がその場面設定の人間であると判断さ
れる論文は４本（安永・鈴村，1998；和，2004；保坂，2005；園田，2015）であった。
⑤ 研究デザイン
15本の文献において用いられた研究デザインの内訳は，ベースライン期（A）と介入期
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（B）から構成される ABデザイン（本研究では，介入期が複数の種類の介入で構成され
るものも ABデザインとして分類した）が７本で最も多く，続いて介入期のみが３本，事
前事後デザインが３本，多層プローブデザインが１本，基準変更デザインが１本であった。
⑥ 結果および成果
15本の文献の参加児18名それぞれの標的行動において，ポジティブな変容がみられたと
の記述があった事例は17名であった。１名については，行動変容（トレーニング行動の増
加および間食の減少）がみられたが，肥満の改善には至らなかったとの記述があった（三
原，1994）。

Ⅳ．考 察
本研究は，日本の肢体不自由教育において，応用行動分析学的アプローチを用いた実践
の研究を収集し，①参加者のプロフィール，②標的行動，③用いられた方法，④場面設定，
⑤研究デザイン，⑥結果および成果の観点から分析を行った。その結果，日本の肢体不自
由児教育における応用行動分析的アプローチの研究動向について，以下のことが明らかに
なった。①参加者については，３歳～17歳までと幅位広い年齢層であるが，児童を対象に
した研究が多いこと。また，診断については脳性まひ（知的障害を伴う）が最も多いこと。
②標的行動については，日常生活動作（ADL）に関するものが最も多いが，コミュニケー
ションに関するものもほぼ同じ程度みられること。③用いられた手続きは，参加者の実態
や標的行動によって様々であるが，運動障害等に応じた修正もいくつか行われているこ
と。④場面設定については学校や施設や家庭など，参加者の日常生活場面で実施された実
践が多いこと。⑤研究デザインについては ABデザインが最も多く，効果を実証的に示し
た研究は少ないこと。⑥結果および成果については，研究デザイン上の制約はあるが，ほ
ぼすべての事例でポジティブな行動変容が報告されていること。
以上の結果は，肢体不自由児教育においても，応用行動分析学的アプローチの有効性（研
究デザイン上の制約があるものの）が認められることを示唆するものである。しかしなが
ら，特殊教育学研究においてリストアップされた肢体不自由関連の論文180本のうち，す
べてが実践研究ではないとしても，応用行動分析関連の論文は５本という文献数は少ない
と言えるであろう。つまり，日本の肢体不自由児教育では，応用行動分析学的アプローチ
は専門性に関わる知識・技能として明確に位置づいていないと考えられる。今回分析対象
とした15本の文献の中には，序論で紹介した成人を対象にした研究において近年みられる
理学療法や作業療法等のリハビリテーションと応用行動分析学的アプローチを併用した研
究はみられなかった。また，肢体不自由児教育においても，行動問題の事例がいくつか報
告されているが（例えば坂本，2002），15本の文献の中に行動問題への支援に関する研究
はみられなかった。以上まとめると，今後肢体不自由児教育において応用行動分析学的ア
プローチの研究のさらなる蓄積は必要であろう。その際の方向性として，これまでのスキ
ル形成に関する研究の他に，他のアプローチ（例えばリハビリテーション）との併用可能
性や，行動問題へ支援に関する研究などが考えられる。最後に，本研究のレビューは日本
の文献における応用行動分析学的アプローチのみがレビューの対象であった。今後，肢体
不自由児教育における他のアプローチとの対比や海外における研究動向との対比などを行
うレビューなども考えられる。このような研究の蓄積の結果，肢体不自由児教育における
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応用行動分析学的アプローチの位置づけはより明らかになるであろう。
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